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『 私が読書を勧めるわけ 』
うしお１組担任 笠 島 哲

２年高校訪問《11/15》
２年生が、中学校卒業後の進路に

ついて考える機会をもちました。名古
屋市・半田市の高校・専修学校へ班
別訪問しました。
後日、学んだことを班ごとに

まとめ、情報交換をしました。
「印象が変わった」「よい学びに
なった」などの感想を述べてい
ました。

日 中 祭 power of smile ～笑顔の力で青春を～

11月12日（火）、恒例の本校学校祭「日中
祭」が盛大に開かれました。

スローガンがしっかり具現化され、笑い声と
笑顔のあふれる一日になりました。

オープニングセレモニーに始まり、作品展
示、和太鼓演奏、学級展示、アトラクションで

は、生徒はもちろん、保護者の皆様や小学生がお互いに楽しむ姿を見
せてくれました。ご来校いただいた皆様、ありがとうございまし

た。

ヴィクトール・フランクルが著した、「夜と霧」という書があります。原題を「強制収容所における一

心理学者の体験」といい、目を背けたくなるような苛酷な状況において、人間の本質について冷静

な目で見つめ続けた名著です。愉快な話ではありません。涙を誘う要素もありません。あっと驚く展

開もありません。しかし、私は何かあるごとに、その本を開いてしまうのです。

本は正しいことを教えてくれるわけではありません。人生をどう歩むか迷ったとき、人間関係に悩

んだとき、どうにかその答えを知ろうとして「夜と霧」を開いても、どこにも答えは載っていません。し

かし本は、もっと別のことを教えてくれるのだと思います。

本には、人の人生が載っています。老若男女の喜怒哀楽がそこら中にちりばめられています。そ

れを紐解いていくと、他人の人生を追体験している気分になります。私は、これを読んでいるあなた

に、自分以外のさまざまな人生を追ってみてほしいと思います。その人生が辛すぎたり、追う気が削

がれてきたりしたならば、いったん足を止め、違う人生を追うのもよいでしょう。追体験を繰り返すうち

に、少しずつ、本当に少しずつですが、人の気持ちが分かるようになります。人の気持ちが分かるよ

うになると、苦労することも多くなるかもしれません。でも、私は人の気持ちが分かるようになって良

かったと思います。だから、私が見えるようになった世界のほんの一部でも、これを読んでいるあな

たと共に見ることができたら、と思うのです。

１年薬物乱用防止教室《11/15》
南知多ラ
イオンズ
クラブの
方を講師
に招き、

薬物の恐ろしさについて学びまし
た。映像や説明から生徒は、「絶対
に手を出してはいけないと分かっ
た」と決意をした様子でした。



１２ 月 の 予 定

日 曜 行 事 等 の 予 定

１ 日

２ 月 朝会 第８回日間賀サミット

生活リズムチェック週間

３ 火 合唱コンクール週間

４ 水

５ 木 Ｂ日程 委員会

６ 金

７ 土 バスケ部：町ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ大会

愛知県市町村対抗駅伝競争大会

８ 日

９ 月 朝会 合唱コン中間発表

10 火 持久走大会

11 水 持久走大会予備日

12 木 Ｂ日程４時間 個人懇談会

13 金 Ｂ日程４時間 個人懇談会

14 土

15 日

16 月 朝会 合唱コンリハーサル

17 火 合唱コンクール

18 水

19 木 Ｂ日程 生徒議会

20 金 給食終了

21 土 バレー部：ＨＩＭＡＣＵＰ

22 日

23 月 大掃除 終業式

24 火 冬季休業（１／６まで）

３年ウィンタースクール

25 水

26 木

27 金

28 土

29 日

30 月

31 火 大晦日

１ 月 の 主 な 行 事

７日(火) ３学期始業式

８日(水) 実力テスト

新年に誓う会

16日(木)～20(月) ３年学年末テスト

24日(金) 第３回英語検定

28日(火) 中学校入学説明会

29日(水)～30(木) ３年生個人懇談会

「校長冥利に尽きる」
校長 鈴木 康弘

「落ち着いた雰囲気でいいね。」

「授業に真剣に取り組んでいる目がいいね。」

「全校生徒による和太鼓演奏は素晴らしい。」

「全員が生き生きとして学校生活を送っている

いい学校だと感じた。」

研究大会（11月１日）や県教育長視察（11月14

日）で本校に来校された方の言葉です。

「日中祭、よかった。」

「楽しい１日だった。」

「子どもたち、がんばっていた。」

日中祭のときの保護者や島民の方の言葉です。

11月はたくさんの方が日間賀中学校に足を運ん

でくださいました。そこでたくさんのお褒めの言

葉をいただきました。その言葉を聞くたびに、と

てもうれしかったです。同時に、日間賀中学校の

校長であることが誇らしくもありました。今、日

中生は、校訓「やる気」のとおり「やる気」をも

って、日間賀中学校のため、日間賀島のために様

様な活動に取り組んでいます。その姿を見た方々

からのお褒めの言葉でした。校長冥利に尽きる瞬

間でした。

「日間賀中学校の校長で本当によかった」

そう思える瞬間でした。その機会がたくさんあ

った11月でした。このうれしい瞬間がもっともっ

と訪れるように、また、生徒と共有できるように、

今後も、生徒・職員とともにさらなる教育活動の

充実に努めていきたいと思います。

第８回日間賀サミットにむけて
１２月２日には日間賀サミ

ットを予定しています。６月に

行われた前回のサミットの

後、生徒会役員を中心に、

小学生と今後の取組につい

て協議を重ね、自作のＰＲス

ライドを「ひまポ」で流していただいたり、チラシを設置して

いただいたりしてきました。

今回は「もっと『ふれあい』あふれる温かい島にし

よう」とのテーマで、目指す日間賀島の姿を話し合う予

定です。さて、サミット当日、どのような「ふれあい」の話題

が交わされるのでしょうか。 出席される島民の皆様方、よ

ろしくお願いします。


